
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

原
水
爆
禁
止
二
〇
一
四
年
世
界
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
、

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

原
爆
の
惨
禍
か
ら
来
年
で
七
十
年
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
核
兵
器
廃
絶
」
「
恒
久
平
和
実
現
」
の
願
い
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
続
け
て
こ
ら
れ
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く

た
め
、
日
夜
を
分
か
た
ぬ
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
私
ど
も
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
今
日
、
「
生
き
て
い
る
う
ち
に

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
と
い
う
被
爆
者
の
願
い
を
実
現
す
べ
く
、

わ
れ
わ
れ
の
目
指
す
べ
き
道
は
、
国
際
社
会
の
な
か
で
核
兵
器
全
面

禁
止
・
廃
絶
を
強
く
訴
え
続
け
、
平
和
建
設
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
二
度
と

戦
争
は
し
な
い
と
誓
っ
た
日
本
の
役
目
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
様
が
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
行
か
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
、
私
た
ち
も

皆
様
と
と
も
に
、
本
当
の
平
和
の
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
原
水
爆
禁
止
二
〇
一
四
年
世
界
大
会
の
成
功
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

 
 

 
 

二
〇
一
四
年
八
月
二
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
橋
市
長

田

中

純

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
実
行
委
員
会

御
中



（公印省略）

２６行総第３４４号  

平成２６年６月１６日  

原水爆禁止世界大会

実行委員会  御中

                     行橋市長 田 中 純

                    （総務課総務係）

原水爆禁止２０１４年世界大会メッセージの送付について

向暑の候、貴殿益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より原水爆禁止の推進運動等、大変お世話になっております。

標記の件につきまして、別紙のとおりメッセージを送付いたします。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

               〒824-8601 福岡県行橋市中央１－１－１

                                 行橋市役所 総務部総務課総務係

                                        （担当：吉本）

           電話 0930-25-1111 内線1432


